
生
物
多
様
性
／
産
業
界
、
国
際
森
林
年
、
リ
オ
＋
２
０

企
業
の
保
全
活
動
先
行
事
例

　
２
０
１
０
年

月
に
名
古
屋
市
で
開
か
れ
た
生
物
多
様
性
条
約
第

回
締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

を
き
っ
か
け
に
、
生
物
多
様
性
を
経
営
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
捉
え
、
保

全
活
動
に
取
り
組
む
企
業
が
増
え
た
。
企
業
活
動
の
継
続
に
生
態
系
保
全
が
欠
か
せ
な
い

こ
と
が
共
通
認
識
と
な
っ
た
か
ら
だ
。
た
だ
、
産
業
界
全
体
で
見
る
と
保
全
の
動
き
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
。
先
行
事
例
を
見
な
が
ら
保
全
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
。

企業が生物多様性保全活動を推進するためチェック項目
現状の把握
◆事業がどのような点で生物多様性に依存し、その恵み
を受けているかを把握し、社内で共有
◆事業がどのような点で生物多様性に影響を与えている
かを把握し、社内で共有

体制の整備
◆生物多様性の保全に関する全社方針と中・長期目標の
策定
◆生物多様性の保全に配慮した原材料や物品の調達基準
を定めて運用
◆役員、社員の啓発教育を推進
◆ＮＧＯや専門機関等と協働し、支援
◆自社の情報を外部に向けて開示

保全の実施
◆生物多様性の価値の高い地域における事業の実施や土
地利用を回避
◆事業所周辺の環境をよく把握し、その地域の生物種、
生息地、生態系に配慮して敷地を管理
◆製品・サービスのライフサイクル全般にわたり、生物
多様性への影響を配慮した取り組みを実施
◆事業が生物多様性に与える影響を最小化し、限りなく
ゼロに近づける努力をしている
◆地域の文化、生活、経済が生物多様性に支えられてい
ることに配慮し、生物資源（遺伝子資源を含む）の持
続可能な利用と公平で公正な利益分配を行っている
企業と生物多様性イニシアティブ（ＪＢＩＢ）の「チャ
レンジ 」から作成

得意技術満載
　
ア
ミ
タ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
ア
ミ
タ
Ｈ
Ｄ
は
、
傘
下

の
ア
ミ
タ
環
境
認
証
研
究
所

で
、
適
切
に
管
理
さ
れ
た
森

林
を
認
証
す
る
「
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認

証
」
を
展
開
し
て
い
る
。
ア

ミ
タ
環
境
認
証
研
究
所
の
佐

久
間
智
恵
子
社
長
は
「
木
に

対
す
る
認
識
、
認
証
材
へ
の

理
解
が
高
ま
っ
て
い
る
と
、

市
場
の
変
化
を
指
摘
す
る
。

　
同
社
の
認
証
実
績
は

年

末
時
点
で
２
６
８
件
、
前
年

比

件
増
。
当
初
は
製
紙
メ

ー
カ
ー
か
ら
の
依
頼
が
多
か

っ
た
が
、
建
材
メ
ー
カ
ー
に

も
広
が
る
な
ど
、
関
心
は
高

ま
っ
て
い
る
。

　
そ
の
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
を

取
得
し
て
い
る
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
。
同
社
は
広
島
県
に
社
有

林
「
ア
サ
ヒ
の
森
」
を
構
え

て
い
る
。
森
林
組
合
な
ど
と

連
携
し
管
理
を
行
い
、
整
備

の
過
程
で
得
ら
れ
た
間
伐
材

を
建
材
と
し
て
製
材
所
な
ど

に
販
売
し
て
い
る
。

　
飲
料
メ
ー
カ
ー
が
森
林
保

護
に
注
力
す
る
理
由
、
そ
れ

は
事
業
活
動
に
不
可
欠
な
水

を
森
が
育
む
か
ら
だ
。
森
は

水
源
を
育
て
保
つ
「
水
源
か

ん
養
」
の
機
能
を
も
つ
。
企

業
と
し
て
森
を
守
り
育
む
こ

と
が
事
業
の
持
続
可
能
性
を

広
げ
る
。
竹
田
義
信
社
会
環

境
推
進
担
当
部
長
が
「
森
は

切
り
離
せ
な
い
」
と
言
い
切

る
ゆ
え
ん
が
こ
こ
に
あ
る
。

　
貴
重
な
森
林
資
源
を
社
会

貢
献
の
ツ
ー
ル
に
も
役
立
て

て
い
る
。
小
学
生
を
対
象
と

し
た
環
境
教
育
の
フ
ィ
ー
ル

ド
に
活
用
。
今
年
は
国
際
森

林
年
に
ち
な
み
、
森
林
で
の

環
境
教
育
の
メ
ニ
ュ
ー
拡
充

も
検
討
し
て
い
る
。

　
企
業
の
社
会
的
責
任

Ｃ

Ｓ
Ｒ

の
観
点
に
立
て
ば
、

木
材
を
使
用
す
る
企
業
の
取

り
組
み
に
関
心
が
い
く
。
積

水
ハ
ウ
ス
は
環
境
に
配
慮
し

た
木
材
調
達
を

年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
。
「
違
法
伐

採
の
可
能
性
」
や
「
樹
木
の

絶
滅
危
惧
リ
ス
ク
」
な
ど

項
目
の
指
針
に
基
づ
く
点
数

計
算
を
行
い
、
上
位
か
ら

Ｓ
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
４
ラ
ン

ク
に
分
類
す
る
仕
組
み
だ
。

活
動
の
成
果
は
数
値
に
表
れ

て
き
て
い
る
。

年
度
に
は

制
度
導
入
前
の

年
度
比
較

で
Ｓ
が

％
か
ら

％
に
増

加
。
Ｃ
は

％
か
ら

％
に

減
少
し
た
。

　
環
境
推
進
部
の
佐
々
木
正

顕
部
長
は
「
従
来
の
調
達
は

Ｑ

品
質

・
Ｃ

コ
ス

ト

・
Ｄ

納
期

重
視
だ

っ
た
が
、
今
は
Ｑ
Ｃ
Ｄ
の
ほ

か
に
Ｅ

環
境

・
Ｓ

社

会
性

が
あ
る
」
と
指
摘
。

社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
と
一
体
と
な
っ
た
活
動

を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
。

　
ア
ミ
タ
Ｈ
Ｄ
は

年
に
日

本
で
初
め
て
審
査
を
実
施
。

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
は
コ
ル
ク
代

用
品
の
樹
皮
の
確
保
を
目
的

に
山
を
取
得
し
て
以
来
、
今

年
で

年
を
迎
え
る
。
積
水

ハ
ウ
ス
の
調
達
も
約
４
年
に

な
る
。
一
朝
一
夕
に
は
で
き

な
い
森
と
の
共
生
を
図
る
に

は
、
活
動
も
持
続
的
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

目
的
を
し
っ
か
り
持
ち
、
長

期
的
視
点
に
立
っ
た
取
り
組

み
が
、
持
続
可
能
社
会
の
扉

を
開
く
。

　
森
林
は
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源
で
あ
り
、
そ
の
景

観
か
ら
も
、
環
境
の
象
徴
と
さ
れ
る
。
世
界
で
は
毎
年
約
１
４

０
０
万

の
森
林
資
源
が
消
失
、
こ
れ
が
地
球
温
暖
化
に
影
響

し
て
い
る
。
森
林
の
消
失
は
全
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
約

％
を
占
め
る
。
環
境
対
策
に
お
い
て
森
林
保
護
は
重
大
テ
ー
マ

の
一
つ
で
あ
る
。
２
０
１
１
年
は
国
連
の
定
め
る
国
際
森
林
年

で
、
森
林
保
護
が
よ
り
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
環
境
経
営

と
森
林
保
護
の
両
立
に
取
り
組
む
企
業
の
姿
を
追
う
。

「
経
営
の
重
要
課
題
」
共
通
認
識

貢
献
度
を
定
量
評
価
継
続
性
ま
で
認
証

サプライヤーと一体社会的課題を解決

　
１
９
９
２
年
６
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
「
環
境
と
開
発

に
関
す
る
国
連
会
議

地
球
サ
ミ
ッ
ト

」
か
ら

年
。
２
０
１
２
年
５
月
、
同
地
に

再
び
地
球
サ
ミ
ッ
ト
が
戻
っ
て
く
る
。
会
議
で
は
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
国
際
的

枠
組
み
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る
予
定
。
日
本
国
内
で
も
残
り
１
年
強
に
迫
っ
た

地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
、
市
民
レ
ベ
ル
の
啓
発
活
動
が
始
ま
っ
た
。

生
態
系
保
全
の
ポ
イ
ン
ト
■
■

地
球
サ
ミ
ッ
ト
再
び
市
民
の
参
加
意
識
醸
成

日立プラントテクノロジ
ーがアブダビに設置した
動物への給水装置

アサヒビールの環境学習 森と水の
学習会」 次世代教育の舞台に活用

２
０
１
１
年
国
連
の
定
め
る
「
国
際
森
林
年
」

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ２月２８日 月曜日 　　

地
球
の
未
来
へ
の
参

加

を
呼
び
か
け
る
地
球
サ

ミ
ッ
ト
２
０
１
２
Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ

１
月

日
の
イ
ベ
ン

ト
」
　

▲

日本経団連が生物多様性民間参画パートナーシップ
設立を発表した会議 年 月のＣＯＰ 会期中

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

開
催
中
の

月

日
、日
本
経
団
連
は
日
本

商
工
会
議
所
、
経
済
同
友
会

と
と
も
に
「
生
物
多
様
性
民

間
参
画
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
を
正
式
に
立
ち
上
げ

た
。
企
業
を
中
心
と
し
た
自

主
的
な
連
携
組
織
で
、
参
加

者
が
生
物
多
様
性
保
全
に
取

り
組
む
上
で
の
情
報
と
課
題

を
共
有
し
、
活
動
の
裾
野
を

広
げ
る
。発
足
時
４
２
４
社

団
体
だ
っ
た
参
加
者
は
４
４

０
社
団
体
ま
で
増
え
た
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
設

立
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
生

物
多
様
性
保
全
に
関
心
を
持

つ
企
業
が
増
え
て
い
る
。
企

業
は
製
品
の
原
材
料
や
生
産

で
使
う
水
な
ど
の
生
態
系
サ

ー
ビ
ス

生
態
系
が
人
類
に

も
た
ら
す
恩
恵

を
享
受
し

て
い
る
。
一
方
で
、
資
源
の

無
駄
遣
い
、
土
地
の
乱
開

発
、
過
剰
な
取
水
、
汚
染
水

の
放
流
、
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
に
よ
っ
て
生
態
系
を
破
壊

す
る
存
在
で
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
企
業
活
動
の

生
物
多
様
性
全
般
に
与
え
る

影
響
は
小
さ
く
な
い
た
め
、

生
物
多
様
性
保
全
に
は
企
業

の
参
加
が
欠
か
せ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
企
業
活
動
の
継
続
に

も
保
全
が
必
要
で
、
生
物
多

様
性
が
経
営
の
重
要
テ
ー
マ

と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。た
だ
、保
全
に
ど
う
取
り

組
む
か
迷
う
企
業
も
多
い
。

　
企
業
連
携
組
織
で
あ
る

「
企
業
と
生
物
多
様
性
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ

Ｊ
Ｂ
Ｉ

Ｂ

」
は
、
取
り
組
み
の
参

考
と
な
る
「
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｂ
チ
ャ

レ
ン
ジ
２
０
２
０
」
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

る
。
「
現
状
の
把
握
」
「
体

制
の
整
備
」
「
保
全
の
実

施
」
の
３
分
野
に
つ
い
て
合

計

項
目
か
ら
な
る
リ
ス
ト

が
あ
り
、
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク

す
れ
ば
自
社
の
活
動
状
況
の

評
価
も
で
き
る
。

　
現
状
の
把
握
で
は
「
事
業

が
ど
の
よ
う
な
点
で
生
物
多

様
性
に
依
存
し
、
そ
の
恵
み

を
受
け
て
い
る
か
把
握
」

「
事
業
が
ど
の
よ
う
な
点
で

生
物
多
様
性
に
影
響
を
与
え

て
い
る
か
把
握
」
の
２
項
目

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
現
状

把
握
が
企
業
の
生
物
多
様
性

保
全
へ
の
取
り
組
み
の
起
点

と
言
え
る
。

　
実
際
に
自
社
の
事
業
と
生

物
多
様
性
と
の
関
連
性
を
整

理
し
た
企
業
が
多
い
。
リ
コ

ー
は
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｂ
の
活
動
の
一

つ
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
複
合

機
を
題
材
に
生
物
多
様
性
と

の
関
わ
り
が
一
目
で
分
か
る

マ
ッ
プ
を
作
成
。
複
合
機
を

原
材
料
調
達
か
ら
製
造
、
販

売
、
使
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
ま

で
の
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

の
各
段
階
が
取
り
囲
み
、
さ

ら
に
そ
の
周
り
に
資
源
や

水
、
土
壌
、
気
候
、
生
態
系

を
描
い
た
。
複
合
機
か
ら
の

矢
印
を
た
ど
り
調
達
へ
行
く

と
、
資
源
採
掘
で
生
物
の
生

息
地
が
失
わ
れ
る
可
能
性
が

わ
か
る
。

　
三
菱
電
機
も
マ
ッ
プ
を
作

成
し
た
一
社
。
事
業
活
動
の

左
側
に
資
源
投
入
、
右
側
に

化
学
物
質
や
排
水
を
並
べ
、

下
に
土
地
利
用
を
配
置
。
さ

ら
に
両
端
に
は
生
物
多
様
性

へ
の
影
響
が
表
現
さ
れ
て
い

る
。
マ
ッ
プ
を
見
る
と
事
業

活
動
が
生
物
多
様
性
と
一
体

で
あ
る
と
意
識
で
き
る
。
さ

ら
に
同
社
の
名
古
屋
製
作
所

な
ど
中
部
４
事
業
所
は
、
独

自
の
マ
ッ
プ
を
作
成
。
地
域

特
性
を
反
映
し
、
従
業
員
に

生
物
多
様
性
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
試
み
だ
。
こ
の
４

事
業
所
の
マ
ッ
プ
で
は
、
工

場
で
使
う
水
の
取
水
地
か
ら

始
ま
り
、
工
場
排
水
が
海
に

た
ど
り
着
く
ま
で
が
描
か
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
取
水
地
か

ら
海
ま
で
が
、
事
業
と
生
物

多
様
性
と
の
か
か
わ
り
だ
。

　
現
状
の
把
握
に
続
い
て
社

内
で
の
体
制
の
整
備
が
求
め

ら
れ
る
。
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｂ
チ
ャ
レ

ン
ジ
２
０
２
０
は
「
体
制
整

備
」
の
項
目
に
「
全
社
方
針

・
目
標
の
策
定
」
「
生
物
多

様
性
に
配
慮
し
た
調
達
基
準

の
策
定
」
「
役
員
・
従
業
員

へ
の
啓
発
」
な
ど
を
挙
げ
て

い
る
。

　
生
物
多
様
性
保
全
に
向
け

た
指
針
、
目
標
を
制
定
し
た

企
業
も
多
い
。
日
本
経
団
連

は
「
生
物
多
様
性
宣
言
」

「
行
動
指
針
」
を
策
定
。
業

界
団
体
で
も
電
気
事
業
連
合

会
、
日
本
鉄
鋼
連
盟
が
行
動

指
針
を
定
め
、
業
界
各
社
に

保
全
活
動
を
促
し
て
い
る
。

啓
発
で
は
、
富
士
通
が
ｅ
ラ

ー
ニ
ン
グ
形
式
で
生
物
多
様

性
を
学
習
で
き
る
講
座
を
開

設
。
受
講
対
象
は
国
内
外
の

全
グ
ル
ー
プ
従
業
員

万
人

で
、
英
語
、
中
国
語
、
ベ
ト

ナ
ム
語
、
タ
イ
語
な
ど

の

言
語
で
受
講
で
き
る
。

　
体
制
整
備
の
次
は
実
際
の

保
全
活
動
に
移
る
。
し
か
し

現
状
で
は
、
保
全
を
実
施
で

き
て
い
る
企
業
は
ま
だ
少
な

い
。
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｂ
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
２
０
は
保
全
実
施
の
項

目
で
、
土
地
利
用
に
焦
点
を

当
て
た
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
示

し
て
い
る
。

　
工
場
建
設
の
た
め
に
土
地

を
開
発
し
た
時
点
で
生
態
系

が
失
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

化
学
物
質
の
排
出
や
、
ト
ラ

ッ
ク
の
往
来
に
よ
る
排
ガ

ス
、
振
動
も
周
辺
の
動
植
物

に
悪
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
以

前
か
ら
企
業
は
化
学
物
質
の

排
出
を
厳
し
く
管
理
し
て
い

る
。
加
え
て
東
芝
で
は
生
物

を
使
っ
て
工
場
排
水
の
環
境

負
荷
を
調
べ
る
「
Ｗ
Ｅ
Ｔ
」

手
法
を
採
用
し
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｔ

は
発
光
バ
ク
テ
リ
ア
、
藻

類
、
甲
殻
類
、
魚
類
の
４
種

で
排
水
に
含
ま
れ
る
化
学
物

質
の
毒
性
を
調
べ
る
手
法
。

東
芝
は
半
導
体
開
発
拠
点
が

あ
る
横
浜
事
業
所
で
Ｗ
Ｅ
Ｔ

試
験
を
実
施
し
、
生
態
系
へ

の
影
響
が
小
さ
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
松
本
工

場
の
緑
地
部
分
に
つ
い
て
日

本
生
態
系
協
会
か
ら
Ｊ
Ｈ
Ｅ

Ｐ
認
証
「
将
来
見
込
型
」
を

取
得
し
た
。
Ｊ
Ｈ
Ｅ
Ｐ
認
証

は
、
生
物
多
様
性
へ
の
貢
献

度
を
定
量
評
価
す
る
手
法
。

将
来
見
込
型
は
現
状
の
取
り

組
み
の
継
続
に
よ
っ
て
、
将

来
的
に
も
貢
献
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
を
証
明
す
る
。
松
本

工
場
で
は
敷
地
内
の
森
の
管

理
で
在
来
種
を
残
し
、
園
芸

種
や
外
来
種
を
優
先
的
に
間

引
く
な
ど
の
運
営
を
し
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み

が
認
め
ら
れ
た
。

　
土
地
利
用
に
加
え
、
製
品

・
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
全
体
で
の
影
響
低
減
も

対
策
と
し
て
重
要
だ
。
東
芝

は
日
本
版
被
害
算
定
型
環
境

影
響
評
価
手
法

Ｌ
Ｉ
Ｍ

Ｅ

で
製
品
ご
と
の
生
物
多

様
性
へ
の
影
響
も
評
価
し
て

い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
は
環
境
へ

の
影
響
を
被
害
額
と
し
て
定

量
化
で
き
る
指
標
。
従
来
機

と
比
べ
て
設
置
面
積
が

分

の
１
で
済
む
ガ
ス
絶
縁
変
電

所
は
、
生
物
多
様
性
へ
の
影

響
も

分
の
１
に
低
減
で
き

る
評
価
結
果
が
得
ら
れ
た
。

利
用
面
積
が
減
る
分
、
土
地

利
用
も
減
っ
て
生
態
系
が
保

全
さ
れ
る
。
自
社
の
得
意
技

術
を
生
か
し
、
生
物
多
様
性

保
全
に
貢
献
す
る
企
業
も
増

え
て
い
る
。
富
士
通
は
携
帯

電
話
の
カ
メ
ラ
機
能
で
タ
ン

ポ
ポ
を
撮
影
し
た
画
像
デ
ー

タ
を
集
め
て
い
る
。
収
集
し

た
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
在
来

種
と
外
来
種
の
分
布
を
ま
と

め
、
在
来
種
が
生
息
で
き
る

土
地
の
開
発
手
法
の
研
究
に

役
立
て
る
。
同
社
は
タ
ン
ポ

ポ
調
査
で
生
物
多
様
性
保
全

へ
の
情
報
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ

Ｔ

の
適
応
を
探
る
。

　
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
は
太
陽
光
発
電
で
稼
働

す
る
水
処
理
装
置
を
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
・
ア
ブ
ダ
ビ
の

砂
漠
に
設
置
し
、
動
物
に
飲

み
水
を
供
給
。
砂
漠
の
動
物

に
と
っ
て
井
戸
水
は
貴
重
な

飲
み
水
だ
が
、
塩
分
が
多
く

そ
の
ま
ま
で
は
飲
め
な
い
。

そ
こ
で
井
戸
水
か
ら
塩
分
を

取
り
除
く
水
処
理
装
置
を
砂

漠
に
設
置
し
た
。
同
社
が
注

力
す
る
事
業
の
一
つ
で
あ
る

水
処
理
で
、
生
物
多
様
性
保

全
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

年
５
月

―

日
に
開

か
れ
る
地
球
サ
ミ
ッ
ト
は

「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す

る
国
連
会
議
が
正
式
名
称
。

年
の
「
環
境
と
開
発
に
関

す
る
国
連
会
議
」
、

年
に

南
ア
フ
リ
カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ

ル
ク
で
開
か
れ
た
「
持
続
可

能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
首

脳
会
議
」
に
次
い
で
３
度
目

の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
な
る
。

　

年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に

は
約
１
８
０
カ
国
が
参
加
。

う
ち
１
０
０
カ
国
以
上
は
首

脳
が
出
席
し
た
。
会
議
で
は

持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
て

地
球
規
模
で
連
携
す
る
こ
と

を
う
た
っ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
宣
言
や
、
同
宣
言
を
実

施
す
る
た
め
の
行
動
計
画
で

あ
る
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ

」
、

森
林
原
則
声
明
に
合
意
。
国

連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
と

生
物
多
様
性
条
約
が
提
起
さ

れ
署
名
が
始
ま
っ
た
の
も
同

会
議
で
、
地
球
規
模
の
環
境

問
題
へ
の
市
民
の
関
心
が
高

ま
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら

年
。
「
リ
オ

＋

」
と
も
呼
ば
れ
る

年

の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
は
持
続

可
能
な
開
発
に
向
け
た
成
果

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課

題
を
共
有
す
る
。
具
体
的
に

は
「
持
続
可
能
な
開
発
と
貧

困
撲
滅
の
文
脈
に
お
け
る
グ

リ
ー
ン
経
済
」
「
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
国
際
枠
組

み
」
な
ど
が
テ
ー
マ
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
、

日
本
で
は
市
民
レ
ベ
ル
で
地

球
の
未
来
を
考
え
、
行
動
し

て
い
く
た
め
の
母
体
組
織

「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
２

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
が
立
ち
上
が

っ
た
。

年
１
月

日
に
東

京
都
内
で
開
い
た
会
合
に
は

政
府
や
自
治
体
、企
業
、非
政

府
組
織
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
の

ほ
か
、学
識
経
験
者
、学
生
、

市
民
ら
２
０
０
人
を
超
え
る

参
加
登
録
が
あ
り
、
お
の
お

の
の
立
場
で
自
分
に
何
が
で

き
る
か
を
話
し
合
っ
た
。

　
同
組
織
は
「
参
加
」
「
対

話
」
「
行
動
」
の
三
つ
を
重

視
。
具
体
的
に
は
大
き
く
二

つ
の
活
動
を
進
め
る
。
一
つ

は
日
本
と
世
界
へ
の
提
案
活

動
。
日
本
で
は
地
球
サ
ミ
ッ

ト
に
向
け
て
世
界
に
何
を
発

信
し
て
い
く
か
を
、
多
様
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

利
害

関
係
者

が
対
等
な
立
場
で

議
論
す
る
「
リ
オ
＋

日
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
設
置
を
政

府
な
ど
に
提
案
す
る
。
世
界

に
向
け
て
は
、
地
球
サ
ミ
ッ

ト
開
催
時
に
世
界
各
地
で
開

か
れ
る
対
話
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
つ
な
ぐ
「
ア
ー
ス
サ

ミ
ッ
ト
２
・
０
」
の
実
施
を

呼
び
か
け
る
。

　
も
う
一
つ
の
活
動
は
「
Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｓ

　
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
と
名

付
け
た
取
り
組
み
。
企
業
や

団
体
、
市
民
な
ど
が
「
自
ら

で
き
る
こ
と
」
を
登
録
し
共

有
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
地
域
で
の
自
発

的
な
対
話
開
催
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
。
今
年
３
月

日

に
は
「
ス
タ
ー
ト
！
地
球
サ

ミ
ッ
ト
２
０
１
２
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
ｓ
！
」
と
題
し
た
対
話

イ
ベ
ン
ト
を
東
京
都
内
で
予

定
し
て
い
る
。


